
Society of Japan Science Teaching

NII-Electronic Library Service

Sooiety 　 of 　Japan 　Soienoe 　Teaohing

CO4
あい ちサイエ ンス フ ェ ス テ ィ バ ル

　　　 Aichi　Science　Festiva正
〜 科学祭と い う科学 コ ミ ュ ニ ケーシ ョ ン〜

Science　Communication　in　a　science 　festival

　　　　　 ○山中敦子 A，藤吉隆雄 B，川上 昭吾 A

YAMANAKA 　atsuko
，
　FUJIYOSHI 　takao

，
　KAWAKAMI 　shogo

　蒲郡市生命の海科学館 A ，名古屋大学産学官連携推進本部 B

【キ
ー

ワー ド】　 科学系博物館，科学コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン ，地域科学祭

1．は じめに

　あ い ちサイ エ ン ス フ ェ ス テ ィ バ ル （以下、ASF ＞

は 、
「JST ネ ッ トワ

ー
ク形成地域型」 の 支援を受

け、2011 年か らス ター トした地域科学祭で あ る。

「ひ ろ く愛知県内 で 、サイ エ ン ス へ の 興味 と関心

を喚起 し、人 々 の 交流 と議論 の 場を生み 出す」 こ

とを 目的と して 、国立大学法人名古屋 大学が 主催

し，県 内 23機関 （平成 25年 9月現在）に よる 「あ

い ちサイ エ ン ス ・コ ミ ュ ニ ケーシ ョ ン ・ネ ッ トワ

ー
ク 」の 連携活動 と して実施 されて い る 。 10 月 を

丸 ごと含む 5 週 間 を会期 と し、会期 中は愛知県の

ど こ か で 毎 日サ イ エ ン ス イ ベ ン トが開催 され て

い るほ か 、フ ェ ス テ ィ バ ル の 前後もプ レ期間及び

ポ ス ト期間と して 、年間活動を展開 して い る 。 昨

年度 （平成 24 年度）にお い て は、企 画参加団体

数 30 、 登録サイ エ ン ス イベ ン ト数 136 、 来場者数

68
，
616 名に の ぼる フ ェ ス テ ィバ ル となっ た。

　蒲郡市生命 の 海科学館は、初年度か ら 「あ い ち

サイ エ ン ス
・

コ ミ ュ ニ ケーシ ョ ン ・ネ ッ トワーク 」

に参加 し、連携活動を行 っ て きた。科学祭にお け

る連携活 動が科学館 の 教育普及 活動 に もた らし

た効果 に つ い て 検証を行 う。
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図 1）ASF に よ り期待 され る効果

2 ．方法

　生命の 海科学館にお い て 、ASF 期間を含む 1 年

半にわ た り、児童お よび親子 を対象 とし た実験 ・

体験教室 （「ワ
ー

ク シ ョ ッ プ」 と呼称）の 参加者を

対象に ア ン ケ
ー

ト調査を行 っ た 。 また生命の海科

学館で 実施 した ASF 参加企画の 参加者を対象に

ア ン ケ
ー

ト調査 を行 い 、平常の ワ
ー

ク シ ョ ッ プ参

加者 との 比較を行 っ た。

3 ．結果および考察

　平常の ワー
ク シ ョ ッ プ にお い て 、先端科学に関

連 し た タ イ トル の ワーク シ ョ ッ プ につ い て は、相

対 的に リ ピー
タ
ー

が多く新規参入 は少ない （15％

／全 体 23％）が、市外か らの 参加者が多く （61％

／全体 43％）、 次回参加 してみた い ワー
ク シ ョ ッ

プ に つ い て もバ リエ
ー

シ ョ ン が大 き い
。

一方、

ASF 参加企画 と して実施 した先端科学に 関す る

普及活動に お い て は 、相対的に新規参入 が多 い

（40 ％）。 総合的に は、科学祭に お い て科学館 に

新規の 参加者を誘致 しその 後他の 分野の講座 へ の

参加 の 促進 に貢献 して い ると考える こ とが で き る。

詳細に つ い て は発表に て述 べ る。
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